平成２５年度
宮前地区自主防災連合会
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日　時：平成２５年１１月２日（土）
　　９：００～１０：１０　避難訓練
　１０：１０～１２：００　会場訓練
場　所：松山市祓川１丁目３－３９　松山市立宮前小学校
　１．目的
　　宮前地区自主防災会は、「自分たちの町は自分たちで守る」という住民意識の向上を図るため、本訓練を実施するとともに住民一人ひとりが、更なる自助・共助の意識を向上させ、地域における自主的な防災行動力の向上及び、東日本大震災
　を教訓にした津波に対する一時避難所の確立を図ることを目的として訓練を実施する。
　２．実施日時
　　平成２５年１１月２日（土）　　　９：００～１０：１０（避難訓練）
１０：１０～１２：００（会場訓練）
　　（荒天時中止）
　　　※　荒天により気象警報等が発令された場合においては、午前６時に訓練
　　　　実施の有無を決定し、各関係機関及び宮前地区住民に周知する。
　　　　　また、６時以降８時までに気象警報等が発令された場合も同様とする。
　３．訓練場所
　　宮前地区全域

松山市祓川１丁目３－３９　松山市立宮前小学校　体育館及びグランド
　　
　４．参加者
　　（１）宮前地区住民　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約３００名
　　（２）松山市消防団宮前分団　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２名
　　（３）宮前小学校５年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０名

（４）松山市西消防署　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６名
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　約３２８名
　５．参加車両
　　　松山市消防団宮前分団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台
　　　　　　
６．訓練想定
１１月２日（土）９時００分頃、四国沖の南海トラフを震源とするマグニチュード９．０の巨大地震が発生し、松山市で震度７を記録、市内各地で人的被害及び家屋被害が多数発生した。
　　市内には大津波警報が発表され、特に市域沿岸部においては、津波の襲来をはじめ、火災、高層建物の損壊、木造家屋の倒壊、道路の崩壊等による事故等が発生、さらにライフラインが寸断されるなど市民生活が混乱し、多くの死傷者が発生したため、地区自主防災組織が相互に協力し、消火、救出救護等を実施するものである。
　７．訓練内容

訓練開始後、宮前地区の各自主防災会で設定している津波に対する一時避難場所まで避難経路等を確認しながら避難する。

一時避難場所に避難後、防災講演及び体験型訓練の会場である松山市立宮前小学校まで移動する。

会場では、松山市消防団宮前分団による消火訓練、倒壊家屋からの救出訓練、消火器の取扱い訓練など団員や防災士をはじめ、参加者が一丸となり訓練に参加することで個々の防災意識の啓発を図り、連合会の防災意識の向上を図る。
　（１）第１訓練　津波に対する一時避難場所への避難訓練
　　　　①　各防災会長及び防災士は、住民と共に事前に決めた津波に対する一時避難場所に避難する。

　　　　②　避難後は、訓練会場である松山市立宮前小学校に移動する。
　（２）第２訓練　防災講演の聴講及び体験型訓練
①　防災講演（宮前小５年生）　　　体育館

②　宮前分団による消火訓練　　　　グランド

③　倒壊建物からの救出訓練　　　　グランド
　　　　④　消火訓練　　　　　　　　　　　グランド
　　　　⑤　非常食の試食　　　　　　　　　グランド
８．訓練のタイムスケジュール
　　別紙のとおり
タイムスケジュール

	時　間
	行　動
	場　所
	対象者

	９：００
	津波に対する一時避難へ避難開始

避難後、訓練会場（宮前小学校）に移動
	　各３１組織、指定された場所に移動

　
	宮前地区住民

（各組織単位）

	１０：１０
	会場に集合完了
	　体育館
	宮前地区住民

	１０：１５

～１０：２５
	訓練開始挨拶及び訓練説明
	宮前地区自主防災組織

連合会会長

西消防署長

西消防署
	河口会長

井手署長

清家小隊長

	１０：２５

～１０：４５
	宮前パトロール隊（宮前小学校５年生）による防災講演

体育館

	
	グランドへ移動

	１０:５０

～１１：００
	松山市消防団宮前分団による消火訓練

	
	倒壊家屋からの救出訓練

グランド
	消火訓練

グランド

	１１：００

～１１：２５
	１
	２

	
	移動

	１１：２５

～１１：５０
	２
	１

	
	講評隊形に集合

	１２：００
	訓練終了　講評及び解散
	グランド
	防災士代表

赤松　正博

	
	非常食の試食
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